
選
者
と
し
て
二
月
に
開
催
し
た
句
会
の
感
想
（
句
評
）
～
秦

孝
浩
の
俳
句
教
室
（
実
況
）
★
は
特
選
句

秦

孝
浩

選

陽
だ
ま
り
の
幸
ふ
つ
く
ら
と
蕗
の
薹

千
枝
里

一
読
す
る
と
写
生
句
の
よ
う
で
あ
る
が
、
中
七
「
幸
ふ
つ
く
ら
と
」
に
は
平
穏
な
ひ
と
時
が
垣
間
見
え
る
。
さ

り
げ
な
い
一
コ
マ
で
は
あ
る
が
日
常
が
投
影
さ
れ
て
い
る
心
象
句
で
あ
る
。
蕗
の
薹
は
キ
ク
科
の
多
年
草
。
ふ

っ
く
ら
と
し
て
い
る
の
は
雌
の
花
茎
で
、
雄
の
花
茎
は
細
い
。
柴
田
白
葉
女
に
「
み
つ
け
た
る
夕
日
の
端
の
蕗

の
薹
」

青
銅
の
甍
の
反
り
や
梅
真
白

逸

子

史
都
鎌
倉
の
宮
で
あ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
斑
鳩
の
里
の
古
刹
で
あ
ろ
う
か
。
雲
ひ
と
つ
な
い
青
空
に
切
り
込
む

か
の
よ
う
な
青
銅
の
甍
。
そ
の
も
と
に
従
う
よ
う
に
咲
く
白
梅
と
の
対
照
が
実
に
眩
し
く
見
え
る
日
で
で
あ
っ

た
。
水
原
秋
櫻
子
に
「
古
鏡
見
る
窓
前
梅
の
さ
か
り
な
り
」
。
中
村
草
田
男
に
「
勇
気
こ
そ
地
の
塩
な
れ
や
梅

真
白
」

空
を
見
て
雲
見
て
春
の
遠
か
ら
じ

訓

正

俳
句
で
春
と
は
二
十
四
節
気
の
立
春
か
ら
立
夏
の
前
日
ま
で
と
す
る
。
武
山
の
ふ
も
と
や
西
海
岸
で
あ
ろ
う
か
。

作
者
の
行
動
が
目
に
見
え
る
よ
う
だ
。
芭
蕉
に
「
お
も
し
ろ
や
こ
と
し
の
春
も
旅
の
空
」
。
『
万
葉
集
』
の
巻

五
に
「
正
月
（
む
つ
き
）
た
ち
波
流
（
は
る
）
の
来
た
ら
ば
か
く
し
こ
そ
梅
を
招
（
を
）
き
つ
つ
楽
し
き
終
（
を
）
へ

め
」

甲
子
園
出
場
め
ざ
し
入
学
す

訓

正

両
親
や
郷
土
の
期
待
を
一
身
に
背
負
っ
て
入
学
し
「
出
世
」
す
る
と
い
う
価
値
観
は
過
去
の
こ
と
。
今
日
で
は
、

テ
ニ
ス
の
大
阪
な
お
み
選
手
や
野
球
の
筒
香
選
手
の
よ
う
に
ス
ポ
ー
ツ
で
世
界
を
目
指
す
の
も
立
派
な
動
機
。

そ
の
よ
う
な
大
志
を
抱
い
て
入
学
す
る
。
甲
子
園
に
出
場
す
る
た
め
に
進
学
校
が
選
ば
れ
る
時
代
な
の
で
あ
る
。

高
岡
す
み
子
（
さ
い
か
ち
）
に
「
靴
の
紐
し
つ
か
り
結
び
入
学
す
」

春
の
昼
「
コ
ロ
ラ
ド
の
月
」
聴
く
蕎
麦
屋

富
士
子

寒
紅
や
「
飛
鳥
川
」
舞
ふ
袖
袂

富
士
子

水
底
に
二
月
の
光
り
雲
丹
あ
ま
た

富
士
子

一
句
目
も
二
句
目
も
ダ
ン
ス
や
踊
り
の
曲
。
テ
ー
マ
は
「
ひ
と
り
旅
」
で
あ
る
。
一
句
目
は
ア
メ
リ
カ
民
謡
。

昭
和
十
年
代
の
曲
で
、
入
江
静
夫
の
訳
詞
が
良
い
。
有
原
ユ
リ
子
（
ビ
ク
タ
ー
レ
コ
ー
ド
歌
手
）
が
歌
っ
て
い

た
戦
前
の
頃
の
作
詞
は
別
の
人
の
も
の
。
（
秦
孝
浩
『
流
行
歌
総
覧
』
右
文
書
院
、
六
九
頁
）
。
景
山
筍
吉
に

「
春
昼
の
セ
ー
ヌ
河
畔
の
古
本
屋
」
。
二
句
目
の
飛
鳥
川
は
明
日
香
路
を
貫
い
て
流
れ
る
今
は
浅
く
て
小
さ
な

川
。
大
和
川
と
名
を
変
え
て
大
阪
湾
に
そ
そ
ぐ
。
歌
謡
曲
「
飛
鳥
川
」
を
歌
っ
て
い
る
の
は
永
井
裕
子
。

三
句
目
は
三
崎
市
場
近
く
の
岸
壁
の
景
で
あ
る
と
句
会
の
際
、
補
足
説
明
が
あ
っ
た
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
あ
ま
ち
ゃ

ん
」
で
出
さ
れ
た
雲
丹
弁
当
は
高
級
品
だ
が
、
三
崎
産
は
な
ぜ
か
痩
せ
て
い
る
ら
し
い
。
城
ケ
島
の
試
験
場
で

は
キ
ャ
ベ
ツ
で
育
て
て
い
る
。
「
雲
丹
」
は
春
の
季
語
だ
が
、
こ
こ
で
は
「
二
月
の
光
り
」
が
主
役
で
あ
る
。

喜
多
春
梢
に
「
雲
丹
割
る
や
膝
を
鼎
に
海
女
三
人
」



★
薄
氷
に
ま
だ
日
を
返
す
力
か
な

和

代

★
老
梅
の
時
か
け
紅
を
ほ
ど
き
け
り

和

代

梅
東
風
や
延
寿
の
土
鈴
鳴
ら
し
選
る

和

代

春
愁
の
煮
立
ち
て
白
む
潮
汁

和

代

一
句
目
と
二
句
目
は
自
己
投
影
が
効
い
て
お
り
抜
群
の
作
。
一
句
目
は
、
薄
氷
を
凝
視
し
て
い
な
け
れ
ば
完

成
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
皆
川
盤
水
に
「
薄
氷
の
岸
を
離
れ
る
光
か
な
」
。
二
句
目
に
は
ほ
ん
の
り
と
し
た

エ
ロ
ス
が
漂
う
。
橋

か
ん
石
に
「
老
梅
の
つ
ぼ
み
紅
き
を
羞
じ
ら
え
り
」
。
三
句
目
は
「
延
寿
」
に
意
表
を

つ
か
れ
た
。
土
鈴
の
音
と
の
距
離
感
が
余
韻
を
生
む
。
宋
代
の
禅
僧
・
知
覚
禅
師
（
九
〇
四
～
九
七
五
）
を

「
永
明
延
寿
」
と
い
う
。
「
梅
東
風
」
と
は
、
春
の
季
語
「
東
風
」
の
傍
題
。
森
田
春
峰
に
「
梅
東
風
や
さ
だ

か
に
青
き
潮
堤
」
。

四
句
目
。
食
べ
物
は
本
来
「
ハ
レ
」
（
プ
ラ
ス
）
の
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
作
に
は
「
ケ
」
（
マ
イ
ナ
ス
）

の
要
素
が
含
ま
れ
て
い
る
。
「
春
愁
」
の
本
意
を
し
の
ぐ
巧
み
な
構
成
に
も
気
づ
か
さ
れ
た
。
も
の
う
い
哀
愁

を
覚
え
る
季
節
と
潮
汁
と
は
無
関
係
の
よ
う
だ
が
、
「
白
む
」
に
屈
折
感
が
秘
め
ら
れ
て
一
句
を
な
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
西
村
睦
子
に
「
深
海
の
魚
と
春
愁
分
か
ち
合
う
」
。
「
白
む
」
と
は
明
る
く
な
る
と
い
う
意
味
と

と
も
に
無
常
、
衰
弱
と
い
う
暗
い
意
味
も
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
（
『
古
語
例
解
辞
典
』
小
学
館
）

【
参
考
、
元
日
に
詠
ま
れ
た
『
万
葉
集
』
の
最
初
と
最
後
の
和
歌
の
番
号
】

初
句
会
の
当
日
、
板
書
し
説
明
を
加
え
た
『
万
葉
集
』
の
最
後
の
歌
（
大
伴
家
持
）
は
四
五
一
六
（
巻
二
十
）

番
で
す
。

新
し
き
年
の
始
の
初
春
の
今
日
降
る
雪
の
い
や
重
け
吉
事

《
現
代
語
訳
》
「
新
し
い
年
の
は
じ
め
の
、
立
春
の
今
日
を
降
り
し
き
る
雪
の
よ
う
に
、
い
っ
そ
う
重
な
れ
、

吉
き
こ
と
よ
」
。
こ
の
歌
の
作
者
、
大
伴
家
持
は
当
時
、
因
幡
（
現
在
の
鳥
取
県
）
の
国
主
（
地
方
長
官
）
と

い
う
高
い
地
位
に
あ
り
ま
し
た
。

《
大
伴
家
持
》
（
七
一
七
～
七
八
五
）
父
・
旅
人
も
官
人
で
歌
人
。
伯
母
は
万
葉
随
一
の
女
性
歌
人
の
坂
上
郎

女
（
さ
か
の
う
え
の
い
ら
つ
め
）
。
あ
い
つ
ぐ
政
変
に
翻
弄
さ
れ
つ
つ
、
『
万
葉
集
』
に
歌
の
心
を
と
ど
め
ま

し
た
。

《
一
番
は
じ
め
の
歌
》

籠
も
よ

み
籠
持
ち
掘
串
も
よ

み
掘
串
持
ち

こ
の
岳
に

菜
摘
ま
す
児

家
聞
か
な

名
告
ら
さ
ね

そ
ら
み
つ

大
和
の
国
は
お
し
な
べ
て

わ
れ
こ
そ
居
れ

し
き
な
べ
て

わ
れ
こ
そ
座
せ

わ
れ
こ
そ
は

告
ら
め

家
を
も
名
を
も

（
巻
）
一
―
一

雄
略
天
皇
。
四
二
〇
～
四
八
〇
？
）


